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	UNFILTERED - 無加工 は、創造が徐々にあらゆる防御を手放し、本来なら世界に示される前に抑え込まれ、修正され、磨き上げられてしまうものを浮かび上がらせる空間の中で生まれる。亀裂のあとに、衝動のあとに、存在の徹底した露出のあとに残るのは、もはや完璧であることを望まない、生きた物質である。そこに残るのは、制御に抗うもの、通り抜けた圧力の熱をなお宿しているもの、完全に秩序化されることなく震え続けているものである。この状態において、形態は完成という観念と一致することをやめ、隠れることを拒む緊張に貫かれた、粗く開かれた存在として現れる。それは時間の塩分を吸い込んだ湿った壁のようであり、雨の中に放置された酸化した鉄のようであり、押し込めた指の痕跡をなお残す粘土のようでもある。あらゆる表面は、自らが通過してきた痕跡の重みを保存している。
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